
平成２０年度市政懇談会質疑（項目別）まとめ 

 - 81 -

大東町幡屋地区 農林業の振興について 

Ｑ２５８ 

   先ほど、市長が主要施策の説明で農林業の振興と言われ心強く思った。だが、この辺の田は１反から１反半

   の田がほとんどで、圃場整備がしてあっても排水がしてないので、他の農産物を作ることができない。米を 

   作っても赤字になる。雲南市の主要産業は農林業であるので、国や県補助の構造改善事業を導入して畑に 

   するとか、何を栽培するか作物の選択などを行いもっと農家の所得が上がるような施策を立ててほしい。 

Ａ：農業をとりまく状況は非常に厳しいものがあります。雲南市の遊休農地は５２２ｈaで、このうち復元
  できるのは２９hａです。その原因は担い手がいない、作った米がさばけないといったことです。 
  今年再調査を行い、向こう５年で復元する方針ですが、例え復元しても出来た農産物をどうするかが問

  題です。これからの農業振興は米だけでなく、売れる農産物を作っていかなければなりません。そのた

  めには農地の排水、農業用水の確保などについて国の制度導入を図りながら取り組んでいきます。 
  （市長） 
 

大東町幡屋地区 ＪＡと自治体が提携した農業振興について 

Ｑ２５９ 

   この間、ＪＡで集落営農の勉強会があった。そこで、疑問に思ったことは、この辺は谷あいの水田農業が主 

   体で大規模な機械化は無理である。高齢化、担い手不足の状況であり、地域で助け合っていくのがいいと思

   う。立地条件も悪く、近くに農産物の消費地も限られている。地産地消というけれどそれだけでは農業経営は

   成り立たない。今後、ＪＡと自治体が提携して農業振興を進めていくことになるのか。 

Ａ：国は大規模農家の育成を進めていますが、雲南市では中山間地域であり、どこでも可能ではありません。

  国に対しても地域の実情を訴えており、大規模農家の育成だけではないと考える人も増えています。 
  農林水産省からも市に来てもらっているので（実情や要望を）粘り強く訴えていきます。 
   農産物については、雲南1市２町で産直生産協議会を設立し、年間６億円の売上を得ています。 
   生産農家と行政とＪＡが一緒になって、こうした取組みを広げていきたいと思います。（市長） 
 

 

                    １０．［ 商 工 業 ］                              

 

三刀屋町三刀屋地区 商業の振興について 

Ｑ２６０ 

   私は小売業をしている。次男が後継ぎしてくれているが、日銭の生活で大変きびしい。三刀屋の商店は後継

   者がなく、高齢化が進んでいる。商店が成り立たなく、空き店舗となるところも出てきた。商売が存続するた 

   めには、地域が活性化してお客さんが増えることだが、現実ではむずかしい。商売が地盤沈下している。こ 

   れに対する施策をやってほしい。市のほうからもアドバイスをしていただくと協力することが出来る。膝を交 

   えて一緒に考えたい 

Ａ：普段の仕事を通して感じておられることをお話頂きありがとうございました。攻めの施策をすることは

  大切なことです。重点課題のなかにもありますが、地域資源を活かした活動でたくさんの人に雲南市に

  来てもらおうと頑張っています。 

  今年は木次の商店街で桜まつりに合わせて、イベントを行って閑散としている木次の町も大変喜んでい

  ただいきました。木次だけではなく、他でもイベントなどをやって元気になるまちづくりを皆さんと一

  緒にやっていきたいと思います。（市長） 
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木次町新市地区 商工振興策について 

Q２６１  

   高速道路はできればいいということではない。出来たとき５４号線沿いの商店はどうしたらよいかを考えるべ

    きではないか。 

Ａ：高速道路は３年後に吉田掛合インターが開通し、早ければさらに３年で三次まで開通します。 
    三次まで４０分ということで通勤可能範囲となります。人・物・金が出て行き、過疎に拍車をかける事
    例がたくさんありますが、そうならないような、逆に観光客等の流入人口が増えるようなまちづくりを
   していかなければと思い、既にブランド化プロジェクトを推進しております。これからも知恵と工夫で
   活路を見出していきたいと思います。（市長） 
 

 

                   １１．［ 観 光 ］                               

 

掛合町波多地区 波多温泉の運営について 

Ｑ２６２ 

   波多温泉について、灯油の異常な価格高騰で運営が大変困難である。５０％も値段が上がっている。市

  内には他に４つの温泉があるが、どのようにしておられるか聞きたい。毎月２６日を風呂の日として入

  浴料を３００円のところ１００円で提供しているが、それもやめなければならないと運営委員会で話し

  が出ている。 

Ａ：他の温泉施設も原油高騰の影響を受けており、相談を受けていますが、指定管理料の中でやりくりして

  いただいています。 
  農業など他の産業も同じで、雲南市も緊急かつ期限限定の方策を講じなければならないと各組織と検討

  をしていますが、国としても方策が出ておらず、難しい状況ですのでご理解をいただきたいと思います。

  （産業振興部） 
 

加茂町（神宝の里２１・三代下神原・大竹延野） 案内看板の設置について 

Ｑ２６３ 

   銅鐸が国宝となったが、案内標識がなく、宍道ICや国道沿線に（案内看板が）一切無い。高速を下りてから 

   案内が少なく、解り難いという指摘を（銅鐸のボランティアガイドをしていて）よく受ける。 

Ａ：高速を降りて、岩倉までの標識が無く、案内不十分ということで県と協議しており、３ヶ所について設

    置いただける見込みです。出来るだけ早い段階で設置します。（産業振興部） 
 

木次町三新塔地区 木次公園の整備について 

Ｑ２６４ 

   （木次公園について）地域住民としてこの公園の現状、将来について一定の関心を持っているが、市としては、

    今後この公園のあり方についてどのように考えられているか、今後どのような計画があるかお聞かせ願いし

    たい。 

 

Ａ：現在雲南市では、市の建設計画に基づいて諸事業を実施しているところですが、ご提案のありました木

    次公園整備事業については、これまでの経過も踏まえ今後新たな事業の導入とのマッチングも含め検討

    してまいりたいと考えております。 

  当面は、これまでどおり除草作業等を中心に散策路や広場の維持に努めるとともに、老朽化した児童遊

  具・公衆便所・水道施設の撤去を順次行っていきたいと考えています。なお、市民の皆様には木次の町


